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し平均 1年)で, 1年末満で反対側 THÅがなされた









































THÅ 直前の非手術側の center-edgeangle 以下
CE角と略す 27,Sharp角-'3,acetabularheadindex
































































































第 38 巻 第 3 号
CE角 Sharp角 AHI AI
(皮) (度) (%) (%)
N群 25,4 51.2 75.4 30.6






術前 術後1年 術後3年 最終追跡暗
図10骨嚢胞の数 の変化 (骨頭)
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1.8mm,術後 1年 1.Jmm,最終追跡時 1.4mm,0
群 は術 前 0.8mm, 術 直 後 1.1mm, 最 終 追 跡 時
i.Ommであ り.術直後の関節裂隙の増加はN群,0
群の間に有意差な く,最終追跡時.術前に比べ :Y群




が11f札 1個が 9例, 2個が 9例, 3個が 5例, 4個
以上が 4例で,平均1.7個であった.0群は, 0個が
6例, 1個が 5例, 2個が 5例, 3個が 5イ札 4個以
上が 5例で,平均2.0個であった.
N群 は,術 後 1年で,骨頭の骨嚢胞の数は21例
＼55% で減少 し, 2例 5% で増加 0個か ら1
個, 1個から2個が各 1例ずつ し,平均0.9個 とな
り,術後 3年で0.6個,最終追跡時0.6個と減少 した.
0群は,最終追跡時 ._平均 1年 ,11例 42% で骨


















しか し,＼群は萎縮性 1例 3% ,正栄養性19例
(50% ,肥大性18例 47% で,0群はそれぞれ 7
例 27% ,15例 58% , 4例 (.15% てあった.
萎縮性の12%が N群,88%が 0群てあ り,正栄養











術 前 1.2mm, 1.0mm,0.7mm, 附 し互後 2.0mm,
l.7mm,l.2mm, 最 終 追 跡 時 ().9mm, 1.0mm,
1.7mmであった.鮫終追跡時において閲節裂隙は肥
大性のみが改善 した 図14.
手術側股関節は,lNT群か萎縮作 7例 /18% ,lI二栄
養性18例 48%ノ,肥)こ性13例 34%ノで,()群がそ




































手術側股関節は,N群は進行期が 7例 ､18% ,莱
期が31倒 82%)で,()群はそれぞれ 7例 27% .
19例 (73%1であり,特に傾向を認めなかった.
症 例




















































(_)群鮎 二手術側が延長してお り,術後の fT肢E.t弟 t,
x'群,rJ群間に有意差はなく,術後成紬へのrlJr-)-を
認め難い 922.また 術前の 卜肱KX･r-_に統計学的有
意差を認めたが,差の .-).7mm は,結小単位か 5mm
であることを考慮すると,臨床的には差かないと考え
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